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今年の記長苓~1!Szは ， 5 JIやJめの 1.2. 3の3日li¥l，瓜京で問飽きれました.第 18.&び俗2

Irの会場米大l1Il竿郊には 100-1i以上め会れがぷてコて 49の研究発裂が行われ， 2つの νンポジ

ウムマぬi:i患が交わされました.二の1111. 2日日午前tこは本会の総会がtl日かれ.本111実氏に・災体

~êQ:n:がJYB&れました. またií~3 日れ学博物飴・での公削減iiii会には約 150 名の一段構認をが広ま

り盛会でした.

以下に鎚げるのは， 2 IJ Iill に 22 まれた研究発表の嬰行~， 1~ i<.~'・に古いてν た;:::\.たもので

す.1.正お詞js 1:1 'or.Q，，1i持 tこ.;JI公をお閥、 1 ・たしました.

(江俗~ 1 伺) i池臨 I川t川1“i倣依自郎r~， ~i:淡E内 1/ふa

(t係{ぷ.~ 2 日) J土上'j1円Fタj犬'~ . ~村:寸f上忠』奴次， 世貯f阿附J:J泌2占tωゴ火4ふI .ず行'可;川 B正~)太c白郎11 i 

研究発表の要旨

第 1臼

UT2系による水晶時計の長期運行成績: 阪必if(孝-

f，i:l崎前rli. JA切実(u三郎 OI[Jj(天文台) 従来の1lt界時

へ縦1!J::'JS.;-1じのMlI正 d).及ひ'池Iまlj'llふcl!1立の季節炎{じの
-li1l:iE 4'1・'8や加えたザ『しい1IJ:，'tll年U1'2か 1956~~から
3処刑されてL、るがr 我々は三i阪で決定した U1'2系に

よって， 1953~f.以降の国内71<，lbll年計の綜合的制をまと

めた. 4 ficl )f~;N1時計は次のj溢'/).(:あえ:，・

Rate :: a + st + Tt~ m坦/d
出 ek 0("''' <1) ~ (nlω叶 r¥lUf:I，州) S.0 elJoch 
S J:l I- I'!J.!~ +0.仰 1.泌 1 -0.州..刷凶州 July 1 
l 土.:.H 念0.81 士.似H ・ I!応4

関 I-川.11 -O.:rtI6.γl 噌11.帆附.例11 4 叫がZ Dec.出
1 l.地1. 士宮.r.1 本.ual1 --・ I!崎川
ω1+ 1.1.位 I-U. I09・~I +11.酬.刷 I:l.0.7K J\川~
1 1..出11 土1.61 ま.UIl:1 ・白 l~lrm

uu I • 7:1.!帥 I u.凶.~ I州 .υ帆州I:1.0柑 lAUK-加
l 企.~刈 i 土4.41 土.υ411 .v.'" 1 1日昔i5

イ1)し. J ~ 1:1: ~~， 11 の I}~際決μ制定 d'1'6 I主総々の求

めた{u'((1055 {ol'.:料季~f.~~~1りな)lJ\，、た.

なお. 9~!t-l&び:持~Li<l:つ{ピム:時計':UvUL2 台古ピl司じ

刀法に.l:つ ζ処lAし，倒内時計とj七較した. S 13の

成舗はJdドワシント yωl時計に~敵している.

紙作写真~f音装置について: ;氏名』去り!・点以 前

(.II!Jj(ぷ文台) ;制問溶から到七ずる即時(J"'.iI主，多
知経路， i1M.1， フ品 目ジ Yグ， I出総 f; ‘~J;:こよ り線級な

~!足首長宅(''.¥しI Ílì3-'l~(つよう iここれなこのままULl録すれば

士11118n L:の制使{ま期待し仰ない.
総州立ζれに対処しもこ別検プタ ウンwを応用し
た交のJ~形hlH~:民慨を試作した.これは~S~lt!f-1;ffi弓ーか

らー・定時間迎延させたパルスによりも，}!JIをi潟ftriし，受
t.1波形， 1;1;lt~ パルス， 1 m9 11路軍:1.iIP年;こー操作で鍛

絡するもの・とある . ζr)~主，}'(そのものの精度iよ，必延 4

恒l絡のプラツキ及びプジウンげの感度。-tJi1!主で支配

され，この総合制度は :t 10μS で~る.

JJC草書面幸信号の安定度致事事: 飯ぬjJlJ影・jJl糊終名・

カH総正(.ll1ぷft.文台) JJC ~~時!ま羽{ぷ天文台より

ヰ{線中継iニよりI t食品川， ~I手1:，•1税制i送{ì1ifrへ送られ

ているカも送出7t..び途中の中継;こリレーを似川してい

るため，その~!!~制{J.りイま作砂毎に土 0.3~~0.5msの

際司自制，Gたもつ℃いた.そこで孜々は送出リレーを只

atTi点::ニ改め， t-. ~こ従来の単流方式とlU泌方式tこする

ことにより，無線信号のパラツキを土0.1ms以下に

縮める亡とに成功した. くまたこれにより小紋椋::.於

けるイJ '~.Jの泌れは従来の 18ms から 8 ms へÂlÌ綿され

た・〉絞近の悶際報l時交換の粉皮肉ょに伴って， 発射

借りのf刊少のバラツキを磁力小さくすることは，尉;凝

的に愉<J)~節されていたものである .

ハワイ，三湾問伝婚時間の実現H結果について: 飯

山市}f:・渋谷'lWI¥(東京天文台) ll~際地球城i例年の

予防ii~喰として 1949 年 12 月以-'1~3 カ月鉱山標準

屯!(主の10;111事誕換による国漂試験が行われているが，ハ

ワイ三i返問の災効I~術時間に関する結決:まみのiili りで

ある.

l地i重放 | G I、，1c/.・ 10 Mc/o 

Y・T・I6h I川川崎h 山 6h 9h 12h 山助

け l-iS対一|一一一一一一 2-
9 Jj Iー|刈 J--230-L1二!一
附 |削 |叫泌.1¥，22.S - 21.4 1!2.2一一1-
3JJ ー I28.4 l!S.6-- 23.S削泌.0iu.5

この~均(ìr{1ま 23."<1)でその平均ぷilllま土 0・'叫，
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ぎた:firti・;1'1'，)A.:lfe ':':: ~:t今 ~I.JJ ~庁長;!.tt\乙:れない íji.純な伝f市

計?りのモヲ・・，~か~/If:"Itされた問、以内必;主 3-5[i，!でる
.. 
"..1. 

天文時と原子宮寺とのl:t車交 (J(): 街地政ii](泌が

火文台) NH4 (3 -3)の"ll.収械も:利用した以子時計

OE);. . ?!!・11;川研究家)でその川:皮訟な天文時で比

校し'ê)~~it している.これば IAU ()励行:こもおりr そ

心芯(~廷は清泊なもりがある.ホ年 3 R，従"のjQI;定刀

法二系統.:~i設がおることが!~乃u、;こなり， UT 2釆.二上

る.i1i:_:，::こな秋以として; 23.870.131.05kc (11組平

均)t~~!IUぷ泣j:0.28 kc (1納〉も:mf.ζ・これば 10・h
()'f.'H.!l:，て九たる.

※※?ヌ

木皐の第9術』是の運動 (1) 中間敏道について

ー・: 均! i/，点一!lIi(JH大.f1t:.戸部) -!:.hlの銘9iliiEl.:ま
i戊も:'ll・0111う:jit!í予出動し℃いる . ったr.\;J~コ!JH必ヵ:jC5・いの

"と. llJf(J.の郁好t'J~r)j法{主 ;全< jG:f)1;Jで・きなレヵ. フ'ジウ

ン hこよる以前(I'~刀法主f沼m した終.!j '..今まで':)Jrr'とは

'{.j烈たことがわかった.ここでばそのtr~一段階とし℃

小I:a'l~i沼山計算てと行った. ここにH~た 1:'mJill~泊.之部門

明l.ゲ r リエーシ :，ンなる二つのり l必、二よるこ尻}.'~lm

悦.i{jで，ホ ij~山政心主将， i~ibl")f~rr:'WIの;::;J ~ 解:つ7fJ!r: 

宝lrぇ1.lMi~.r:土ナペて合んているのでp 三ミ i~JJ~助事、:フか

なりの治i分化合わ、もの・(:}~)る. :~子 :'j.iú 似の近:め方;主

「絞り返:¥_しiluiてより，また二il¥'，1高1・H鮮何?用いた。

;tt~の結 ~~tf~ 10 i!i s・('t'.小法第6(々まで.!!!t矛盾な‘J玉
名ピmたが.UX:倣はかなりのらく， 2 !i11円近似で U:~.}j'fü.

4;ー桁~'稲\~krる .fIH!t-r:ゐる.そして凋 'ji，な考おか

ら・この結ML:ヱI~fr.~ 江入;τ .工ろ I;~~~~t~ゅ 2 íiy''):渓;~-:\..'1

)'(コ併で:らることがL、える.なおiHii常数j({としてm
L 、た f~i1it"ì恒三ミ:立かなり j込くて. ~IìIEω必J)~:.少ないこ

とカ7n'tI:められた・. ψP.A.S.f'. G・1.1:11 1195l・

土星の2震の衛.墨に及 lます~容: ，!j' (1: 1111号〈京Jj〈天

文令1 土阜の切りjr~~たさ:，'mmなモデルでi;'~き換えて

それがliäg(吋丘こどI.'.~や11.

定点結~りj"i!!fOJ:'二位lさず

影持つf計♂:してf.;1.)何j，t
ち・1ミl，'うるとゾ'，(1主]0-'(') 

オーダー心怖となる.し

かし災臨.Cl'(J:.つ混乱IJJのVi
f!tIJ'Iではねによって土E
の締平皮が少し変ってL、

るとして考えても叫iIIリ結

必を訪問できることが分

-'.> • 

松限先生の「周期鉄道に網する研究」について:

--!9'J1.f .， I:';jlflll桜子ミ Uf.1ヒヅ♂ll) .Ð$~ぅt1:にヒるヒ

ルのJ.Jj!llif!!j;占lの?:!"t，r'ヅIjf.:六のよ~{tI'i(J~研究{土， 1929:'1とか

らおよそ 1947:1.矧までにわたっていて，ミー(:>Hi/:Iとの

結烈{土 1935~ド天文・旦:叙i こすじぶされてたる. それ以後

口r.可・:~'ë;~~~税史IIの土￡になっ℃レ f二心℃・今lújぞれら

ι山里担なした三以;宅d'!:;九寸る. 1935;ド高)~さ !z 之校;芭

i土ルー7・'1ぇ泊， }並行ffij'W辺， ヤコビ活\~丘一∞ふとき

の波出牧;U. ~及え:び止〆汗.下F汗~'Pi刊i肋幼.'，'，;，け1川A刈刈i到!:i羽月 tの3つ')(.“'.jiJ以i大4軌沈;治口釘'.亡.rもコつた白

そiれ1.1:上μ‘サ1.後:れ弘!江3ド:らンれた祈しLレ、叶4杭{え~.ìJ沼位とし-，:::ご 1叫liθ以以i\正λ(.'.日:し~l点，':，
札る引tおrc←一j汀f敵出'I秋ド悦l史t:泊凸 (4引;唱ω仏〉ト.y~籾軌称棋納伽!“i 二 4抵兵ずとるぬ，心お潟拡1工じご二コ:H附ロφ;'(1凶泊凶4軌

;氾必 (3) ν叫J:'ででカスヲプ.;に二なえる与I1洗幻j口( :1 ) えLひ;:.:.hら

Dか，:ら.>i派!氏氏配似:ゴ沢~~てγeナrξる， とジ考5:之L1ら〉メfれ1;，ゐ与7ηf'R. >汐)，'，JJ朋1引U引乃'1悦九むj泊邑合f:'汁{汁十 1謁8矧

σの)~羽汚j.'，心'，jけJ~羽月か別4紋i

i泊辺制M削E.正!Lのi以)1抗l氏i己ω3引生川!:.I;:山j日:~f~ 主な:句考5え .cむ‘‘日イ.r乙ιじω1γ::1;目2i"花川，必必巳UU凶;'れ'1巾包 1ム;/花tU7氾己凶凶1拘的r..，だの〉つも
り一でごご?;ばtなL、つ〉 な j川"人吟川'ら可引，)心i打j畑切 I[此i，t九，t!泊の分b応凶fi~.令イ:吠b吠比tも~，1み7ちJみ.たた. 

三体問題におけるこ体の衝突: 山14( 'バ(水路郊〉

平面31ぶIhjlt!1て:2 r)，~ (m~ ， 01.，)カ邸fたするとt:， ciil災
ω ， 

IjiJ径の3:;.:: > i弘i出{主♂ ;二泊まる I~ 0;1.べt_:級'L1:'¥:

;;~わさ h， m， i:対するい.qfloiut及二~ n11 とニの
点とそ結ぶ切と {:;Ijヲ~1j仰と(.，なナfrf:.: 交わす式を:11¥ 

しr 面~iit:'l分が守よけときは・ t代宅」ダt~ぷ: ')ハ.川忽了摂氏凡.よ;1ν山l'β'Jええ..-cζ王泡旭l! ! 

!I!lJ仇似h以;弘二ρ'"可IJj設必11化:とたゐ、二二と芋そfο川，イ心I
て m.，=O 1) と乙む.:は志エネ，凡L キギ了 -tわむ.)'1生必J'り焔.主以:{防治が:f九~(のつとき

に掛 tり)~起￥ t乙る;シ， . このときi:jW7!.'.'んま常兵2が与えられれば~)~

I九回得力j，"J と m，とl!J，j!'然点そ';r~..~:l代以とほぼlむE抗

でらξ・ヵ'. ITI~ ι) iliJn:¥! (1:立て: この怖の{也九泌二百に

ついての協汚:工戸 J;.U二の:rn.むたいと必わhない.ま
た m:== "'1 <"ときはエネルギー1i:;~とゆ正負 ;..:'J、の虫11

何，_係らず 1で氾:‘ )(~t:l;'~ ，こ、τ れ;二キII~"Iずら j1~皮及びjj

l匂主:持つ凶明治:必ずーっ起うねゐ.

小惑星ヒルダの蒋勧の周期について: 秋1.11't.Y': (法

政大) 275:i下Illlω後紋必おか 'J' ならぺ〈正~il~な数

日[年).'i!1(fJoiit~(決定するた‘，'.):ヒルダと木肢とり ‘I!-均 ・

会合}.'，jJ窃 23.7 ~'Fn11の平

均ちゴとめ.il~均 ・i$~*1き?得た

とし， U!;二会合j.'.jjr1J!UIO)

変化 :ltt~;lミめ，変化l三1れ

~~<!T(J;そしているとして，

柄近lì'~，二 }.'.1J視の玉三日I!:!!líを

求めた.結~!として得ら

れたがi!と}.'.j期 287.2年

〈損11120皮)，周期674.4

年(1筏111tJ I!Oが主なも

ので九る.
理E象年金研究発表の会泌I瓜f受
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様性休地憾の回総運動 (.I[): 阿木取次 〈制度改測

所〉 プーレンの地球内部の;初物理常数をもlunして，

央際の地球に.iliいモデル事ピ考え，これに官づいた地球

の問松lil!.ØJJ)のm_:~:令?組定てた. 11的(主主として地球心

筋泌動の数航的な研究にゐるので，治議i刀1jrt1J式として

はヨド1~{こ プリミテ f ブな火をTIIい. 大体オ ッ ホルツ/

ーの数似約百:1-!J~附した刀法によった. fl't性能 f.\~!t

の計算には外)JとしてはJ.j， 太陽を考え，1'1令:)Jと地

疎の手fi円寸パ》考えに入れることtこした こ/)奴(t(i的計

~r.f玄たとし.C ， 竹内均氏".)~文によった とのJ1:j~iこ

はitI!蹴プj利点のiO.'t¥までで，引!，(，:外カヲiのf¥::数計}'r.が
進千子中で;l".，る.

アンドロメダ星雲の質鍾分布: ?.~蹟文:志郎(見fぷ

天文台) ijiJに$JHuJ系について拭みたとトlじ方法(本

lW 48， 111: 1955 ~!l(りで，ア Y ドロメダ}JW~ M31 

の質量k分(ri右:IH1i-した. データとし-c{ま，1950年ま

でにメーヨールヵ:行った M31の小の 30i'a附のiilt点

についての初級泌皮の鋭，"リから，適当な!Ui言。もとに

作つIcM 31ωIJ.iH伝i:l!皮IIn似'a:"依・ぃ，さらもこM31の

距蹄指君主としては， 1955年にパーデヵ:発1たした11Ji:l文

書T他i'I1t-M=24.25 rc係府した.計算によれば，分散
がそれぞれ0.01kpc九0.14kpc~ でるるようなE鋭盟

締皮分(riをもっ二つの回転附間休を総合わぞたもので

叫測唱と炎わすことが・でき，結-*として何られる M31 
の総3託公は 2.0X 10'1 M.となる.

天文字特徴系についての希察:笛Jtl!jJ&，司ω!J;(k文台〉
最近の鋭m'J怖を総合し，F・ジァタ ー，プヨワーの

璃いた瑚i命的~係に~づいて， !f.いに矛/[fのない常数

孫を決定し1，.その結瓜:(1)一校総却まジ ーベの記E
li~健五まをとると飢iliJ(ìi1舷によるfi~lE似は 0."80 でそル

ガソーオ-/1- 1. の決定f~i， く2) 川l!球のす必午的主ジ品

プレイペυ{，Ií. 広聞の{~l くS)mフJはエデ 1 y 卜Yの怖

くの J-)f(J}~はワシ Y ト Yの復聞の子IIユtzt 叫òllリ (佼』慌の

掩蔽よりのものもとれに近い)(5)月草はエυスによ

る協議《の早J!.cJ(，(i く6)~動{まジ品 7 レイスの修正〈液体

核・側役池波〉を考えた服部の(!Uく7)地球の白紙比{ま

ラーペ;などの(I((がfEt適の制i則自立となる.またこれら
より大間制限{ま 8.勺977，月の質濫比{ま81.848，地球

の府主鮮の泌般は29庁.227などがi3かれる.T...LI:の決定

には光速度{ま絞近の測定の平均悩，地獄内級協治の2

常数はプー ジー ドの決定値を際蕊のないものとした.

得た織決は払;のi泊り，

日A議拘 5089.勺S5(太l勤年世紀，除測地歳~)

丹後 五島 3422."454 

地球赤道tpt益 田78.092km 

m~巡認カ 978.0891 cm/sec~ 

Jl 1句銭

II ~姿

J;，( 動

以上のtr'f支 10-~

125."040 

6."4お8

9."2252 

(観測にき免れるものとして級句の 9."1985をと ると

ジι7レイ λ VJ!:主・iE{，u'まー2.89x10-3となる〉

兆;行王室 20."48η 

tu!J'正賞1tJ:lt逆童文 3沼503

以上の術Jt]0-' 

※淡※

日本天文研究会見による 1955~容の俺蔽観測: 1戸線

問ニニ.tPl 伝一 1955iド‘二日本天文研光会々臼よよっ

て組，Qg忘れた純磁の被告-を繋約してTJの‘ドたH1i.経.iJI.
*~IのIl1lIE他会求めた. 叫JIIJ岩:.(I;r) ，ま 12，d案内した
WliUIJ並立は 151で， このうち 〆-dが 土3."0以ょの

もの ll ~徐外した (fllしZLらかじめJjの平均淀伎に

はー3.勺 の刻UEをした〉そして 140例を用い NZC

とエール昆袋によるものな別4に，また 3-4 朔g~月

1Jjlこ.dL(，iJB(をmた.つぎに側々 の伐濯をiffJ.(し
て 土2."0以上のもの7側を除t:1 主主り 133例省cJlf
いて戸i織に解いた.これらの怖を吟味して 1955.5の

」妥当な航としてdL("" -3."26， dB( =ーOグ7を得
た dL(は閉夫、らず1年間;こがJ-0."4ずつ変化して

いることがらきらか.(:ある.

滞』革偏射点の天恕分布の均一栓について: 村よ忠

敏〈広~~大〉た総符しくない流民i持及びー涛的な流

lil.llfの萌批点の天滋ょの分t'!1を~J:4べてみると，サ惣に

反して氏滋への集rt'l生がほとんど;滋められなし、〈到!斜
伴氏所iliXのf皆l切な昔le!tHtr'a:"比佼のため同事長;こあつかっ
℃みたが朗らかに民泊への集中性がある). ~貨経ょの

分衡の不等:ま認められる治二こ丸!主主として級制ょの

~l.尺に帰することがで会るので，慨してこのような流

hll附射点{ま天王まょに均等に分(fiずるものと考えられ
。.
ヨE昼.の定量測定法とその結果: 綴久係 後.

i'IIi凪1mの消長を~~Iるための定位刈定法として樋.iii:l法唱と

考接した.こ'のカ11，:ま採液したI:I~水をVII!*氏を以-Ca~j沿

し， i描紙の中火:刻印)-5Ë'ü'ii生;~ (2cm x 5cm)を切取

り，これを検鋭して訪R昆鹿の数~J，I:定する.雨水 1 リ

ッ トJレを泊過して， 5個以下を平衡， 6-10飽を治加

の傾向， 10 個以上を~;JUせるものとみなす.

この方法;こより昭和 30年5月より降下n毎;こ測定奇f・
符った結果と顕諺な旅皐鮮とを比較すると，ベルセウ

ス庖流星群その他二， 三の場合一致した治加を見た

がI ~jヒ務墨書干にー致して憎加しない渇合及び洗車詳

l二一致しない地加などあって，この方法による測定値
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ヵ:瓦ち:三洗車務¥7.コ出現に}議するとは断定できない

カ"方流墨書r.7.コ爽潟飽Hltl路~:まレ F 〆ー illtl定備が十

分譲られないため， ~七?交が対幾でらり，今後更に長期

の測定と樋4の倹討を要するものと恩われるが，この

方法をー定冠制定法として紹介する.

月食の半彫の機制限界に関するカラー写真観測:

基~i!主賓次 ・磁関良一・山崎ぷ弘〈京大型〉学修丹念

fま天体j奮tこ手織されないことになっているが，と存修食

であっても場合rこよっては充方.こ月食らしく見えるこ

とがある.またどの程度の食分から，半影の存伝が限

に識別されるかJ I!Oちその識別限界についての新しい
鋭測的試みとーして，昨年 11月初日の郊分月食のと伴

最長食の聞に 1-2分ほどの開策で多数の天然色写真を

磁修し，後日それらを映写して多数の人が月面り拶の

有無について同時に判定を行い，統計的な絵づ命を出そ

うという方法を試みた.今まで約 45人分の結果によ

ると，主幹i診の椴別極限は天文2択の判定の平均では余分

マイナス 0.65程度r 一位入ではマイナスぴ.55稜皮

の所となるととが示された.

月の子午線銀測: 中野三点11':長;保潔(東京矢文

台) 1966 年中の，東京天文台子t+~ß誌による月の7Ji;、経

鋭測より求占うた月の平均策径のく鋭mlJfl立〉ー〈米踏催。
即ち似 は -3."12土 0."08(p. e.)である. 1鋭測の平

拘涛期は 1955.613年・観測回数は臨縁63回，京縁49

閲.税半径の修正徳として+1."24を得たとれは主

として光穆tこよる拶簿と息われる. d似AはI前狗4符F

gきFつづE含F滅少古をrぷ;綴滋けているが.その滅少の割合冷前年

までより幾分小さい.実~は 4 月以降レプソルド子午

儀iこてi司段iこ月の娘測を行い (32 回)，子~fg;'~と問自

の緩測が 31聞く内縁 18I担，刃I縁 13回〉あり， -予

I.f~及び乎Lf儀による以子午線一以子午織は- 0."03. 

予"f儀より求めた視半後の修正1igは十O.勺1. 観測

の際， }習いた概$皐の位置は子午探に対してはFK

3， 子~f儀iこ対しては，三踊援策滋初島袋に按ブいてい

る，

?対尺 P.Z.T.用値暴の位置狼測: 安岡康雄 .r~( 

? 舟見(東京天文台〉三騰の子~~設で 1954年 10 月よ

り三白紙天頂昆と同時に水沢アミw{毘378悶 (FKg 109 

倒を含む〉の務経赤絡の.観測が始~られたのでその概

要を報告した.

観測方法は棋喰昆 (FK3及ぴ補助昆〉に相対的i::'

fu:i在家決定する方法も水沢の綿皮の南北 6'の縄問
内の標猶皐を使う，三泌及び水沢のヌ頂皐の失奇の棋

2償基から求ゐ元時計R告の補正値の援は平均 +0.50027
G愛末描ー0;"'029)で締疫による差は殆んどないと考
えてよい. 標準皐の (O-C)は3時聞の移動車均を

解析ナると

d世=O. ~OOOO -O.ド0041cos ()' + 0.0025 cos 2町
+ 0.0041 sin ()'十 O..0039 sin 2<r 

水沢7e取昆の 1955-9; 8 ).J去での鋭i!llJf1抜 7411， 

i 倒の阜の平均鋭測l副議l51~1 . 次々は 1 例《 コ J ll.v')_; I ~~J

i出慌の浜法士O.射005及び土0."1以下にじ1める f.Jι
※※※  

ナイフエッジ式光俊子午儀とその精度: 1平川ぶ.tl1:-
榔~l 毅・瀬戸栄夫(f出恕郷町9I") ナイフエ 甲ジぷ

光'lli:子午俄〈到ecLl'onicTl'allsit Detectol')にEゐ

拭殺観測を， 1955年 12J1は千波に於い℃・1956年

1-3月にfまJln;(天文合におL、て拠砲し， そもパ1;れた誌

の状態が良好ならば， BlJ急がす・イ 7エッジ事:j函泌する
時刻の決定干奇跡ま当:O. .008-吐O.~010，一つょっ説内

観測傑司自制訟は士0.s010-土O."016となることが

判明した.前新・は反転rli)7.>.:r-~ジj泊的時五:Tぃ T~・ j!".[

舷後 T~' . Tt'とすれば{くれ+T1') ーくれ+T~')}/tl な

る殺の変動としてllllJられる.JmちL イフエ ッジよ>l;'i1i:
;:r--.tf儀は理主主E矢Jj!i儀Jこ匹敵する精度をもつこ とカ~ríliiめ

られた.

タルコツトレベルの研究 (1):櫛jjíj終炎(f.，~m:鋭

測所〉 水沢が中央防-であった 1922，7-1935.0の矧

闘をとっ-C，国務純度鋭inlJ中に1;をけるタノレヨットレベ

ルの動きについて，銀巡鏡a"制の東側またはi!IJsIiJに1I'句

い℃第}昆を鋭測した場合，及び良心!l1鋭iここ例宛ああ

レベルの各個につi!統計的研究室:行い，その動きには

炎々l隊長があり，また総岐を修理したliij後に於い℃は

著しい法典の起ることを示した.このレベル励会が純

度観測値に対し~l<)tJJ~芝{むを及ぼし，またr.1~~伎の矧illlJが{

に於けると|尚級{主主弘前と後半後との励をの訟にも系統

的なものがあり，更に W/E-EjW の4ドJ，守変化f;t.~~ì

grのそれと平野桜な相関があることを糸!俊した.

天1賓館Eのたわみとコリメーション眼幾: 弓 滋・

阿部政(純度観測所〉 矢m併による純度線iQlJにお
い."(.， 0，"01 の粉皮~保つためには， たわみ.とコ リメ

F ショ yの加算された鰐J立が{自の方{合:flJt~~Ï1~及び;k機

関設とともに谷4が約1").)1.下でなければならない.

このため毎月 1-2回これらの点検そしてきているが.

Iとれらの中特にたわみとヨ リメ{シ!IYの占1m:純子告が

点検規制時の然1品または総披iIii1俊との聞に 0.97もの

商い相関係数を示l，.， 日.つ-1!t1続械統~~修j~~..)i品皮に瓜

じてたわみとゴ リメ ーシaYの力o3"~i決怒古:ìl滋自にして

おけば，年閉そ通じて決し℃誤器の併特悦~'~i 二j還しな

いことが朗臓にわかる.また獄度変化と 0.97の相関

を示すこの忠犠変動のDit悶について物淑的解釈を試み
?乞・
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.... .. 

極変化の勧径と方位角及び月の~.について : Ui 

)11 ゾ')(紳l!tdJl剤師'i) 医変化り X.Y -i'ワーナ yハの

体系i二絞ーして 1900.0-1953.7:¥I':CI;JUJI!IIについても選

の助{f:]!(ひ・ヌ;1，"J1(1 を~~:似し 0.1 ~Iιiú々フ'jl，"J1(1 ":;i長を

樹党!t:. f(l泌氏とした.組kftのulj.t'i i1J'1!t h主び動後1:1
~もふ・7 :i.: ， ')J.'.JJ羽交 fl:~・:;;;し・ '!l!;こ7♀l'Et助平均iこ

えれば 1912--194911:.jこ主ゐ 37;ドの災/.'.iJm:::似・;:..:;{: 

し. }けiりす似1-:定定え，点‘

2n の問j朋切iζ二mと当1ずとるふ，わ i従必心.;災iム H ‘こQ 以以:;ば主 1叩9~年手
そpの';).'1μ川.J人川a1可'，jJ羽カが:ぷιめ与:らンれ乙こ と iは二オ木z 村:栄:治誌心Pλ'I~Ï:泣えコ~~心叶tリ|ドaト必{主払E軒L-:つ!"! I if氏

に .上ヒ つ.~θ併f究だ :5 ìれt .c従;たuた: ;カがうぷ: L己~ 之E りむし;") 2!..!りプiが

や宇~~IIJ芯:大きい上う iニ思'-，:ilと，.と二らが水パ;ニ;於

けるiñii必 :J 宝、/.)~I'J"，ir(iの長1111 も :_i~<礼二疋j羽iこu 及

び 2!..:. .1.'Jl切な山しt ~íl:王山jU合J41」リ引の~{IIJヵ:

迂i;二大ざレ. レ ダーステガー も ~J; した立ff<J位以よ :-:J2与

以O，Hrà，cli，二 J2Jわれ乙!J山，，'，jJC7が!品川~1!1~ !Ili;としーζ1~~変

化i二民王将し， 2!.'! になって~hh '，二 L、ろ.t'j ;こ，[!jゥブ1

tゎ

浮滋天1買値に及ぼす土地鑓勧の彫穆: Iff!iが忠彦〈ぷt
'~;dl'，t!IJ ，qr) ;'ìibí:沢町i慌の将訪日二iこ幻 し -~;ftL.;j!)6i 

励がとりごうな;;:':'~IJ{:~"ikiまずかミ:刈べfこ・ペケシJ一つ:主

将i6H'上:ゴGJtlt換llJ~;i三:.;;t~ ~ -;[1:俗オッシログラ7:二i1l
ff~Jてど祁Ïr7.J叫・. らう ，-つは艮の子〆jニ~~;必ょy".~，，)!I/必をとり

ながs"，fiiih'.町民動させる刀法で;乞る， tiil治:土木.とし

'Cr!':j川i!!U，三i動を.後-背J行何f釘iよバ{!氏町ωtυU'i引.

役.ニJf泊止，'/:つ -;:'ι総合弘i.~~; こよればわi川:J2':"j，'，i励:工大{本

0.1 ミ守口ンね皮以下のむので・しか':，!iJ.秒℃波法し

てしまう・ .)-.:: u'(後~/，I皮i，JlißiJ(l(ii二{主彩持ヵ:少いと芯iわれ

る. {lfl.'.i;I，~' J ちのは0.6砂のメタ七ントリ ックな祭動

7kひ・ τ.4 砂の水主uωi伐の振動でちる.後ポ・{ま7.I($J~{，::>i'?îき

さに敏感.こ('t.)fJ;::れるので，水mの搾芯{よ怖;こ注意し
なければぷ1皮切:UU{I((;こt~;.j ，mr.!<: V)移~~(決iぎず.

。人ヱ衡是: ;'~';Jlli政司(見!JÎ(天文台)地:f.1t~.llillll年i 二

人工mItHヱズ文 ・I地也隙物2訟盟凶i2訟I1的I均'-);‘，:ti!t幻叫悩j見ぷ!ぷ則州iI泌泌湖1I山刈IIJ川ポそ;:I自;当lら弘尖:施してl
t恒fi:~係4噴i知f宏~-.ずrJら.)， 他方そり泊凱，J; ~~Jli則すればz 地球の形

状・ I也設~;:Ú;'J 大入( ，"所Ir!:分((1. ifQifl，!地点。ιJt!I.心{な択

なと万三!ï;かになるの'('，わが:J_:r<:もこ 山;，lliIW; こt~ )Jし

たい.fQJJili:::I((f'i 30 IfJ. i立:!.t21，5ポンF‘・冷却診，
I山よ 200-800例I!なとび約90分iii民地球も:1，，';1ずる・

日持， 1:tWmij後iこ8-12分113)，わが;討てfもみ・:乙る.そ
のl挑辺(!!.;_ :~:~七 C:.f..:IJ:次第にi成じ，平均五回訪('1:ヱ増し，臨

心Z争~f 二.l\1ìi波セ〈りかえしつつ会はとし・ζ11];二近す:< . 
近地点ドド問1Jj;二.+flの保励をなすが，分点経度 ・立t
;öjlJj~;1 とともに始んと不安:で113 る， tlliJ，世 lヨ ~~7_;;F叫;，

そのiド出極j(ま90分fJJ;二約25'i!..li::移動するようにみ

;(. "'_'・

第 2B 

東京天女台における地球大気の減光について: :It 

村正利 ・I~ :付強(対[J江沢文台) 1955 ~:': 1::!刀ト

6"1 1956 ~i-: 1刀9--10日の二夜.-・.!lrJ;~天文台。 2511守

'11折軒Q事実;こヒりプミfJ'欣辺叫Itrl And (i¥IU)と(1Tri 

(A めにより iil{の地主ド掠;二i;tむまで主1!伎(I~ ，:六日光iti:

illl)允を行った， 1951~1~ 1 n 1-.21:1 ;二れ.t!以j壬(1).1.冶;池
子H '\~!J判所)が町 Gcm くAO) なj古い同，Hiな刀法で行っ

た 'i>!ìll':をネ併せ℃抑制し，三脚t ニおける大・ょ.(~~.\:光係za
1") 1J:!pjjj滞分〈冬〉はそのT立の?を付;足!民;こ1さめて!hi!< fえ
干'iァる結以;ニついてj!b:べた.

ロケット用分光器の紙作H盟について: S昨I~泌Jと・

読むili:J治 'il，~ :!i;ぞ OEJ江沢文台) 地球没:llリ"1ミ。こ淡

ばず日十I'lljの悩WJ'" ケ ッ ト にti;必ずる大l効紫外分)\;~~;.~') 

拭('1:1沼について辿ベた.会長 55cm 制 22cm，分

散糸:ヱ(Uj面i'-'Ifirl各子〈分以民 40A， mm) .目当f品百出

・没収りのための時計i1.ii;'tミ:f¥iiえてたり， ロヶ ・・ 1・7長
ï~l rl':作何度，二おげる大:'( ' 11 ;j・ゾンのPJ.i.~x スベク 1， /1-，'，) 

ntiW.~( ニ伝 Ut'i~とし「じレる .ht出時IL:jl ;t.3付:[1:1")総疋し
でがJ50コマ弘治診する. フィル J、は 35mm.υ刊株主l

え・明記~7 イルムモ:位m し，~出;皮':1:主 (主 .IOOOA から

2000Aまで. スリ ヮトとし-.:::~ jaw;rJと beau~担

とそ吠I'f:し比較尖隣rl'でらる.

2本t;:1年匡 2月 2お38のコ太女阿函爆事努華について; ヨ米ミ元:哲告三

!郎1羽'!II拡l'i海f古俗iI~)'野:病利l仔?宍f引f!部i日i . i川:吋リ鮒公H日(月却!)ぷ;江〈;欠尺文台) 1叩95印6企句々年了Fず主:2
j月=1 2幻3 “の太E防3効A函位雌~~発主と， それに{!I'・)7・ロミネンスら

しいものぞ肉践でit.!l;則した、二とと，そり兎1:，;;:111りなロJ(ji!

i生について述べた.娯楽はそれに{・1，う屯子及ひ:イオ γ

の純度り災常増iJllによる辿続えベクトルの対11去の均

カ11>耳えは 1000ガウス近L、位湯における日辿拍子によ

る制助f.hi射によるとしづ二つのilJ1J臨1:セ拠出した.赤

l'Í"色 tつつ・ 官ミネンス状のもの'1~';J 10 iI之内'!i!i協ω強I!f

ロケ ッ1・JIJ分Je繁の災作1~i~ 
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から鐙定してその可能性のるることそ示した.

..点の綴議陶線について: 村上位、敬・荒木宏司・

〈広島大〉 太陽黒点活動の予想!などに資するため， 17 

49-1954のチ品 F リヲヒの級制般に~づいて相対数変

化のぢ~li1YI泌総を作製した.即ら糊納lま作用期を同じ長

~iこ揃えて 10 と し， ~:軸!な谷川期の平均他殺揃えて

10Qとして得た数術者r用い，平均的鯨をI']iいたとの

根i修曲線{ま UT比(よ持期間の会期間l三女付るi之の

10 f抗うが 3 .8 でるって，ダトりが降りより~'.でらる.

爽際の各j却期での変化をこの!日i線とくらべてみると，

艦大俗 (Rnr)の大きいものほど UT比 (U)が小さ

し向者間には

66 U一 +2.6 -.Rm-34 

なる双i的綿関係がある.

次回の磁大{主事ましく大きいとみられるので，我々は

UT比を 3.0とみなし， 周期も 9王手fなとづP惣される

ので，次の極大はほぼま手に起るものと縦定した

太陽商傷害華のHa線の慾がリについて: 両信数'

射予防三・〈京大舗句山観測所) :t:陥IDi牒発のスペク

トルにおける Ha線の拡がりは2 純々の効3誌から税関

が試みられる.観測の結泉〈スリ，.1・の制の迎いによ

る{般の没化の検討)， ド ップクー効.lI~はít~められず，

ゼー守的シ晶タルグ効採によるとすれば，燦発発生

のフィ ー ル ド!な炎々 10~ tfウス， 10・V/cmのオ【ダ
四℃与えられ強大にすぎる.

繭射i或主主とすれば，型.十令官庁と鈎i!llffifiiま{孟l'.f一致する

ものの.綿織と歪つては更に4喚問な~し，今後のパル
マー系列。各線の同時観測の給処ヵ~WH与される.

また，爆発のj:jlj霊長Eは，強度と郎副に恕づいたエネ

ルギーの怖をヒ用いて定録的な段階としなければならな

し、.

光線署長蘭におけるナトリウムの句脱皮について:

官Ifl絞蛾〈広大躍〉 光獄の主従前近くで;ま鵬射の強度

{まプラ Yクの値からス'レ℃くる.従って苛泌がニド，iこ願

書~;:.tって行われる場合iむな，屯雄俊(まサハの式で与

えられる{lIiからズレてくる.これ;...ナ トリウムの場合

につい℃計算した.太陽のモデルとしては E.ベーム
ーグfテYゼの2つのモデルな用い，倒伏itこよる屯繁盛

{ま級制した計宮工の結よ終屯櫛~:以，"，.0 ， 01 τ?， Hモデ

ノレl""(!(ま約 30%大きくなり.・・モデ11-11"では同

じになる.これは繍射の強皮のプラ YJ;の(，tiからのズ

レヵ"銅波子~tflí分と長波長野分とで逆になるためその

'ii:縦tこおよl'fす修簿が夜いに打ll'iされてしまラためで
ゆ・竺
4l>伝説・ . 

※ ※ 主民

67.5l¥fc/s干渉針の録制: 守山長11，主(耳[Jj(天文台〉

新賞された 67.6Mc/s干渉計のア Yテナ系(ま， J質

問方向に 1∞m (まなしてまJいたご決。八木本小綿・で
〈分泌舵~~2， 06)， ~(11方式i訂以キH切りかえ7);;，父日開

のN，F.(主化m域幅{ま約80kc 'Z;';らる.地上金!I;(iの
妨ア?のない11抗日立，牡・牛・乙女の低減)t!，nQ会It¥ぷhゐ

から・ 民俗鈍;命的!占自主(，~1O-:l3. W. m-~ (c/s)叶)iコi並
じていると級われる. 1l1'l:'-j主半ï:/l.び~，のない(;I'j( コ IJ 事?

除いてiまr 一般にI也上級f干のため悠rA.'tI;'m< ;:)t、:i1!
くなっ℃いる.

太聞のフ 7~ タス{まffH!市中時m近で吋測しr カシ

オベイアの電波昆を強度の摂哨として股iEし仙、る.

太陽m波書E金江東位置級浪IJm新型平渉針について;
鈴木m~i~ (.ll!ぷノ4文台〉 周波数 200Mc の'il~i皮干渉

析において，時分;側方式により約]/200:jiJ;の1111;-J~i次

0， r./2.π. 3;r/2の移相総そ掃入ずる. こうしてIHら
れた4j，aの干渉パター Yそペン俗SオッシMグ?フの
4 本のべ yで同時に記録し，そのよに紛れる太F'~~'il1:皮

バ【ストの相対的大きさから発生{立内定1rtTf.ずる.

なお上児4つの内1つおきの出カ;をなそれぞれ交流

精倒して{対rlj;I]誕地点網干渉貯として{応用し，別の2*の
ベ;;'~L'U;かせ， 必11Mo:'ì皮i僚の(~i世湖II1Jにイ印行する.

i仰isiJy，t ~1~;r:"J した結来の例( ïÞ.びmられたitm と，1J.\l，~

.鮮の{合:iyt?との関係絡をが;した.との員1I.測におい℃州司'I

限誌のilllJ定には沿政夫休 CasAをi必JHした.
4，OOOMc 8，際子干渉計による電波黒点の観測結果

について: 品Ii倒怖mc名大混1U.~') 'I:jル!rt:まJ.i!iJLj方
向に制いビーム (:1沼町fiJ4.6')で太陽而fピノじ!'i;するも

のて，をのlì~.U~ま静かな太陽からの制。fと~ilJl!.I.\.'，'.(か

らのものとの:;r~li二なつ℃いる.前，こ報tt-した紙， :11.H1

の印鍛~(ÍÎlね合わせ℃その下の匂紛締役とり，とJt令

官同‘な・).，蹴司).)位向日己鋭として全体のIì~儲から引けば'，i1:

波J~I点a二対するものがr'.}られ，その大防ÎúìJ:ω必，ILj)j

|句の!なlrt と事!~lぷが分る.そしてそのf材伐と允7:r"~AJl;1Iリ

結局3 とから也、彼!.It~'~のj\';j さ t.:求めた.その*，~.!1リドF河''Jl

jlllJ ，-: il. /:こものでは?':jf;lま光E求災i乱1:0，03-0，06 Rtと

なゐ.似;;'lと制11との関係は二三の例外'tJ:;."る治. ~t 

ニl宝珠eこゐるものは北東急限で.fj内自161.ぽか灼く， ~t ，hj~ 

Uれ:h':内側双が蛸くなる.そしてIyj.lt球て::1ぞ・ωj法で

ゐる.

穂波昼としての白鳥腹ループについて: {'llij{u五三:・

rr尚三本一 ・般ImJT-(京火溜) U1i&f.批の小会で防本
正太郎先生が出8れたところの，ド1J;M毎のループのni:

子宇野区Eと11l+必肢をj冒し、， 自性l一白iJl巡移めよa三より

電波強度主:92，6 Mc/sで計算し，観測とlt悦した.

※ E釜 ※ 
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0型』量のモデル大気について(I): 上杉明〈京

大嘘〉京都におい℃行っているロスランドlJZ均によ

る早期昆に対するモデル火気の作製のプログラム中，

滞在主系列 09.5，05 fこついての計算な併問し℃い

る.その}つについての報告'でおる.先に計算された

ロスラ Y ド平均の不透明度の事長及びラプズによる淑度

分布を用い.Te=30.700?， log g=4.2の初期条件で

モデル大気の将/i;込た，締射圧を考溜にいれて計算し

た.とのそデルはI I司じ条件でチャ Y ドラセ 71~ル平

均を用いたアンダーヒルのモデルと比較ずると，同じ

光学的.mさに対し℃大きいFEヅ'.H主力tし-cいる.また，
硝~J及び;tJf，線的なf品自主勾配，エ Y トロピーを炎々計詳

して光甥的深d1-10の聞に対昔IE織の符:泊iずることを

示した

~~製昼のモデJジ大気について: 滞燦俊三郎〈広大

磁) ~舎にロスタ Y ド不均による6倒のB~製阜のモ

デル大気を計算したが，それによって得られた穴気の

榔巡の知鵡に滋づいて，細身tX(l~qの条例が充されてい

るかどうかを総べた.AO， B5， B2型に対応する8

側のモデル~えらひ"ソース 7 ，.'/クショ γの変化を

逐次近似法でとき，穂々のi波長の輔射及び，光常的深

さの婦における師射エネルキTFの分布をしらeべた.

1: = 0.8より内部ではどのそデルについても数%以内
で日定で，またそれから得られる有効瓶皮ははじめに

仮定したものと 100。 内外の誤器で一致したチー~ y 

Fタセカ...)レZ附1のそデルが数千皮尚い似をヒ示ナとと
ーと此ベて務しい相具'を示している.

A.OV J量の平均結対等級: 大沢首!I.繍〈東京天文台〉

分光羽詰決定のための絶対等級の般正を|詩的として，

ÄOV 恩り~Jt:均視箆を統貯的に決定した用いた材料
すまJ:ID l耳炎で B8-A2 のスベクト Jレ~持ち， 6.6等

~.りも削るく， Wi綿が +10。乃aa+400 の|問にある

-640側の鵠i則から MK'5えで特異または箆.!ilでない見
約~OO個な選んだものである.先ずこれらの皐の筏間

判官政治市大蹴系脚Jを決定し，それを用いて r成分及

びr成分から・悦箆を決定した. その精巣 AOVの平
、均絶対~;級は 4・0.6 となり，従来のそルガ'/，キーナ

，;JJPD較正策の{j(.fと火器ないととがわかった.
A製特異&; 大沢鴻絢1(東京天文台〕 腕論文の材

r哨となった~の書下位数奇fマクドナノレド天文台で主色光
ρ軍凱1Jil;をし完結成の内で特~Ii!に関するものだけの報

命である.'，A.m型 (K棋の弱い11D'(6側〉及び漕燦
ι 皐く、l個〉についセは従来の簡と大器ない.磁織を持

7T22Zの色{ま多少の紫外線過剰をff¥ナ傾向がoるととを
守b

-指摘したわ.

id LμCepの分先測光掌的研究: 山下線延〈京大混〉
I ." 

M2型包皐 μ Cep(・〉スペクトルから，鉄，チタ

ン， クロム グァナジ;/，こ対して 1)自慢験者三内での

gf {I(f 2)型論強度 3)太陽のgf値を用いて成長絢

線を作った得られた成長lUl線;ま元素ffi:に少し!f~る.

爽際のiil-~はl留による物迎的条件のi郎、があると考え

られるが，平均均物種!状l~を見るために.平均売〉成長

曲線な作った恕:~命的成長曲線と比絞し℃世=9 . 4km 

/sec， r=2.1 x 10~ sec-Iが得られた.然jiJ~助法BZ;ま

vo:::;1.0 km/sec Ij'(;つ℃舌L流速度は，，，=9.3km/secで

ある.71i典崎球裂常務aま1'=.1.05・10ちsec-Iであるか
ら組炎による吸収線の拡がりは小さい.吸!奴線のI~:，

成に有効な原子の1訟は平均して太陽η30倍(:v:多い.
低i詰It~I己~成炎:Ul総によって研究することの閑燃はf

吸収総のm合 と巡綴λベクトルの|品j題でらる
V Aqlのクーデ ・スペクトルについて くrr): 族

問郎総(東ブ';::f:lli) 100 11寸鏡による VAqlの知見及び

赤外城伊976--8906λ〉のタ{デスペクトルでC2i.k

び CNの閲i伝附治につい℃調ぺた C2については従

淡のスワソ系 (3[1-3lT)の (0.2)く2.4)(1，3) (3，5) 

*1反動俄P，R， P2 R2 P:l R.が出ており. 7ィリップス
の近赤外系 ('Jf，， _'~::r，つの (2， 0) (3，0) (4.1) (5， 

2)各援助平ifPQRが見えている. CNについては赤

系 (A~nl-X主:Eつ の 7 ィリシプスによるがfしいナ y

パーリゾグによる振動術 (2，0)く5.1) (6， 2)絡が

P，Q，R， P2Q2R2によって出ている.特に (2，0)につ

いては 1954年のリギニ及びリグティの太陽に閲する

材料と比較検討した

※ ※謀

総散布射場における散乱演算子について: 上野移

炎(ぷヲヒ遡) 光敬子の多霞{蜘uまマルコア泌総に従
うと考えることにより，蹴議分布φ〈μ，t)に対する徴

樹分方程式~チ ・\.ップマンーコルモゴロフの方程式か

ら潟ぐことができる.これにより定幾されたi波乱演yr.

予な拡散縮射場に埠入する.

Pμω 

主主に fくのは吸収棋の場合次の如くなる.前Bくのは
プランタ溺数である.

fくの=-Bくの+A + {B(r)} 
上式中 A，.まホ ':17の前芥子である.かくてM.E.モ
テソLにおける吸収総の強度 I(O，μ)，主総途方程式を

師事〈ことなしに次の如く割分だけで求められる.

./(0，μ) = 21/1μ{Bくt)}+ Pμ{f(t) }. 
星の液体磁気的媛動とトロイド磁場: 稲葉文男〈東

北大連〉最初に磁気的流体の巡動を記述する単一の

越本式を滋き，その形から巡動状態は始めに脊在する

富むi~};~' 山 ~~~th .L!J .. グ .、戸町 一U()-



磁場によって支配され，従って星の務{本磁気i'1'q叙励の

培合には永久磁主坊の砲を十分に~r&.すぺき'YJ肋:示され

る.次にトロイド泡混Irtr::考えると，自転がない犠合;=

{ま.物質は如何なる懇の磁場の中でも磁ブJ線;こ沿って

~!立に絞íWr，る.そこで， [J!.の内:mの符'iJ!J:~化につい

-c 1'-P (p>O)及び e-Orの如き形をfl.i定して双筏及
び単唱儲織について太陽及び昆の阿有周期を近似的に

求めた.

一:設に対流層の底部t二節があると仮定すると，太陽

や皐で観測される様な絞い周期が得られるが，双極磁

場では).'3期は純度によ勺て相当呉る述鋭スベク トルに

なり， l'総密鍛織では球主撒:の般に単一の附矧が得られ

る.

ゼーマン効果のある吸収納の生成: 梅野手11・二三l~ß(東

大混〉磁場のらる大気。ゃの正常ゼLマン宍11l線の生

成と偏光を考慮に入れて駁敏った.東京?を文台の裕望

遠鏡で綬測している.った附~IJ点のスペク，./レに)，/4ま

たは)，/2板と二重像7・リス'ムてど婦人Lた幼合の観測と

比較してsJ込点磁揚クJ立体制lt1泊を決定することができ

ることを述べた.

薬問カルシウム K-主織の強度およびオリオン座の

皐に現めれた皐問カルシウム K-主線の視線速度につ

いて: rfJ1l1必蹄〈東北太盟) B.ドンが昨年~Rした
昼間気体の筏世分布に閲する新じい模型は品nfl気体研

究に改殺を誕求するので，この模型の当否を検討す

る.資料はすべて W.S.アダムスにによる.

先ずド γの条件に従:って島問カルシウムX線の商法

局所流による成分を除去し，践りの主綿について， 強

度と距離の関係をしらべる.すると銀河系の渦状絞が

視線方向に伸びた都分，自足径加。.-60。では強度と距

爆に大脇線型関係があるのに反し，視線が渦状校とl宣

角な方向では線型関係な<.j:制緩の且に剖われるK

主綿の強度は距雌Jこ無関係、となる傾向a::布ずる.従っ

て K-主綿a::生ずる星間気体カ主 ドyのいう織に銀河

系渦状校中に大路均~Iこ分前することの一つの1tF.Y4!が

得られる.

但し，これだけでは F!/脱型の当否そ判別すること

はできないので， 7 昂・ γへJレナーがガスEl~の百L務省ピ

研究するのに用いた述脳日開の方法を応用する.解析

に便利なため太陽から等距離にある昆が常総ずるオリ

ボンO星組合〈距離500pc)を選び，これらの&の内

昼間段杭棋の主眼が明かに知られる皐 181!1~より得ら

れる163対について， 視線迎皮の相関jd<i数a::求める

と，とれは対〈ツイ〉の間踊Jの]/3x (2.04会 0.34)

棄となり )2/8に近い. 然るにドソの模型に従った理

論計算によれば ~s/a となるべきでる払 従来の昼間

訟の機念におづ<n.o:で:まが/3 となる. これはオリ
オン販の方向;ーついてのみの解析であり，Rc)".i.!，(も少

いので決定的なものではないカむ ドシ岐話20・つのl1

点である.然しドンヵ:仮定した主l!鋭弘tH障が均-ではな

く広状t1'i1治を有すると考えればこの批点:土除かれる.

鍛似非圧縮性流体の乱液 (ll): h1(~1I将一(広応大

型;論物，澄研〉 昨秋の年会;こ於い竺t.~((ぷ・{主従似 .)1:1主縮

性泌体 (~必宇宙にjたい℃非圧縮t'tiíliH-;二代るもの)

の統合、を訴人し，かかる流体に対する匙j 判:舌lii!tゅー
般沿~!反倒した.

今度{ま~手ブ';1'七ìk.び相{1'1性が成Jtつ11:，合t てついで，

筑波スペクトルの)J常方程式を~f~ぺt- ハイゼ シベル

タVlfの11:溺によると，それは4階のJF線電数分ブ11'JJ>t
(i磁銘:(!";翠革論に於げるチ・1・ γ ドラセカールのブIj~'，b\;i: 

対応〉に総元で&る.これかな泊~"Iな近似のもとで

E(k)民 k
'・・11

なるスベクトルカ;;¥1かれる.似し%は，ハップルの?枚

数九とh?で結ばれる常数で，tP.:ふれの'f:'iJi酬
によると η=1または 2/3; η= 2/3の場合l:t.コル

モゴロフの関係と一致する.上式より縦十Ii関 /(1・〉役

求めれば

f(1・)=1ーくr/ro)4"・2

似し%は IJkびt僻?の宇宙棋lliJから定ま之， t lつみ
の間数，これより，乱淡な特徴づけるijJf!l:V， 1ま

V( = V， (0) (1'/η)Z"-: CVi(O) = const) 
他方字宙の臨iìD~皮{ま

V師 =lw=号T
J，:2式よりワイツゼyカーi絞めhl以生成税について.

の限論が.!J~開可lIéである.彼の瑳ll.~'"(;" ま V， =: bl'l/lH  

ILつ bは不定であったのに対しt，必々 の到.命，(:(j: 

1'0は一定の公式で与えられる.

続粒子による圧力量E場感に入れた部分鯨i患者事温ガス

球の内部情滋: よ凶磁的 ((1矧;，).;.) I ~b~IJi郊のíi~1lJ.

制iil絞i二於いてI rt JJ として綱初g~瓦予JEの{也.:，1 1'制必

のm粒子による厄)Hピカnえ後.x.の彬時私おべた.以内
中心に於ける綿jgの112合~カミすパラメーター ψゅの{，Iï

を20にとりI p，/IJN = 0.472 とし℃骨fdはした事;ti~h

中心からタH!IQtこかけての筏皮の減少ぷはm粒子JEの員長
線注入れた場合の方が，入れない幼合に比してjlJ~ り

級悦となり.(Jr = 10.9 gr/C.C.にとるときには中心か
らの郎総1'=O，03R⑨附j)iでliij才?と後オ?の干作成の上とは

2: 1となる.怜つてのく20の幼合I !l.!dまl'=0.01 

.R.の点を問問とする縮会にはm粒チによる応)Jの移
仰は相当:m大になってくる.
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o容の学会から
対立会の綜象年余iま1949年かb1954 &慎重で麻布の双
火災文学教E訟でOllftl{されて世たが， c:rl.~.会者の働力11 を

見ω 隙椛布1の教主盗置.<:引千はま幻F狭史1除犠をt感察ずzるb徽lにこなつたの
かb本榔の刃淑E大F測羽学骨欄都T郡tへと移つた. 今s絡終は符研Fヲ究E夢宛Ml筏芝， シ
ンポジウム，悠総会等例年巡りの骨量しの外に，特に天体

発見.1tのm豆油t行われ，学会としては珍らしし績上に
は守イク;6，主主らんで， ムービーがうな!]， 7ラyシ品が

階段教~の谷間に肉って幾度も附くと ν・う風吸が見られ

た.おかげで毎号持札不足をかこつアル〆ム予の机上に

は而白い印簡が山と』おり，アルバム地質の芦もあった

が，残念ながら大部分割愛いたしました.

1. lu$縦t診 自在は5月1自の毘午頃，:tl1mりの会釘
~~'lr，tの瓜総は凡11正潤];k.び氏名殺と対JlI(しで下さい. 2.3， 
災体R凡貨の賃料，荻側は事時t誌の光U'C1IIl線とi!lI!認を像徴
し， 泉市に発見者氏名， 発見&11月俸をauむ・. 4.天体
~見貨をうける本Ill~健t乏しおに絡げた袋彰状~J!む錦

木内~長. 5. i終 S 目上野料学際物館.~止で骨量された公
側E再演会，担上は「ほうきmの官苫」をlItずるJ!;甑禿総
氏.

表彰状

日本天文学会.. Hl =* EI1 契

約1ま附痢130rqi7R29臼午前3時 46分， ft!llk天文
台!こ :t11 ν・てオリオンpJi凶潟紛にま骨密I!~d を::í~.Q.されまし

た. これは他Iこ鍬立に発見したものがなく，貌税本間務

bl. (1966 51t g ~m.) の名をもって呼ばれてν ・るもので

るります.

討の発見した務総Jiiはとれで肢に 4例，独立発見を1;
えれば7仰の多きに主主び， ζの!ltiT(なる4>谷はおの観測

会制の適切さと，知うるに毎夜毎夜の涼:g，i1I!".そして~
心な紛1Jのたまものであって，まことに欣賀にたえない
とこるであります.

ここに本会11矢文学の進歩及び普及に特別の功労・があ
ったものとして，定書依然6{I傑)j，び天体発見1t・に関する.
JtIJに従"'， :rt~申立企ぴに草耳目新附宇土より待問された命日書f
を 1&1.5! して袋彩する~俗であります.今後も益4御研.. 
を絞まれ，天文学の進歩のためflll尽力をJlllりた〈切に希

絞殺します.

昭和 31年5月2日
ー 社団法入 日本天文学会列車終長鏑木致事支
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